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下北沢リンク・パークのHPは Facebook 内にあり
ます。ぜひご覧ください。
https://www.facebook.com/shimokitazawalinkpark/

わたしたちは 2022 年 5 月に駅前を通り抜ける自動車の交通量調査を行い、
シモキタテーブル vol.8 でその内容を報告しました。社会の状況、街の使わ
れ方は事業計画発案時からすでに刻々と変化していますので、最新のデー
タを集め更新しながら、これからの街を考えていきたいです。そのために

実際の使われ方に基づいた街づくりのため、情報を集め共有していきましょう。
今後は、歩行者の交通量調査や、バス路線の利用度を調査していく予定です。
また、世田谷区拠点整備課が 2023 年春に行った歩行者の交通量調査もぜひ
活用させていただきながら、街づくりに必要な情報をみなさんと共有して
いきたいと考えています。

シモキタ・ソラいす 歩ける街を座れる街に。人に優しい下北沢をご一緒に！

快適な街をつくりながら 　　街づくりに関わる仲間を増やす試みです

※「シモキタ・ソラいす」は世田谷まちづくりファンド「つながりラボ」部門の助成を受けています。

下北沢リンク・パークはシモキタ・ソラいすを始めました。
下北沢は「歩いてたのしい街」ということをよく言われます。わたしたちがこの街で日々生活し、
あるいは来街者が街を訪れ散策するとき、安全で歩きやすい街であることは、なにより重要なこ
とです。そして賑やかな街を安全に歩いてたのしむためには、ちょっと座って休める場所が必
要ではないでしょうか。ですが、いまの下北沢にはそのような場所が少ないようです。生活者
のなかには高齢者も多く、日常の買い物の途中でちょっと腰掛けて休みたい、そんな声をよく耳
にします。

※ウォーカブルの推進は国により進められており、世田谷区が「ウォーカブル推進都市」となっている
ことは国交省のHPでも紹介されています。また、区は下北沢駅前の整備計画を「歩行者主体・回遊性が
魅力・安全で住みよい」等とうたってもいます。（都市再生整備計画・第６回変更(R3-1月)・世田谷区 ）　
シモキタテーブルvol.7に詳しいので、ぜひご参照ください。

下北沢リンク・パークはこれまで、みなさんに休憩する場所として利用されてきました。そして、
街なかにもっとリンク・パークのように座れる場所を増やせないだろうか……。そこで、わたし
たちはシモキタ・ソラいすプロジェクトを始めました。お店の軒先などにソラいす（青い椅子）
を置いていただき、街を歩くみなさんに自由に使っていただくことを目的としたものです。
・ソラいすはわたしたちが、協力していただける店舗などに無料で貸し出します。
・お店の迷惑にならない範囲で、誰でもソラいすを利用することをご了承いただけるようお
願いしています。
・毎日の出し入れ、保管については協力店にお願いします。

一方でソラいすは、街づくりの仲間を増やすための試みでもあります。街づくりというとなん
だか難しそうに聞こえますが、日々の街の営みのなかで、ちょっとそれをよくしたい、お互い
ちょっと手を貸し合いたい、そんなちいさなアクションが実際には街づくりの出発点です。そ
こにはなにか資格もいりませんし、専門的な知識が必要なわけではありません。手が届くとこ
ろから他者に関わることが、自分にとって居心地のよい街につながっていく。そういう体験を
みなさんと一緒にしていきたいと、わたしたちは考えています。
　また、そのようにしてお互いの関わりを増やしていくことが、やがて「街に対して自分の意見
を示しあう」ことにもつながっていくでしょう。わたしたちが暮らす街の姿は、誰かが勝手に決
めてつくっているのではなく、わたしたちが一緒に考えつくることができるもののはずです。
下北沢リンク・パークも、そんな風にして関わりのあるみなさんや商店街の方々と共に実現する
ことができた場所です。ソラいすをとおして、横のつながりを増やし、街づくりの仲間を増やし
たい。ソラいすにはそんな想いを込めています。
　そして、そのようにして置かれた椅子に座って休憩する方もまた、街の利用者でありながら、
同時に街づくりに関わっている、そんな状況をつくることができないだろうかとわたしたちは
考えています。ソラいすに座ることで、下北沢の街づくりの状況の情報に触れることができた
り、そのなかで自分なりの関わり方をみつけることができればと。情報にアクセスできる仕組み
（QRコードなど）をソラいすにつけ、さらに街づくりの仲間を増やしていきたいと考えています。

これまで、下北沢リンク・パークは数回に渡り、駅前やコーヒー屋さんのテラスなどに、青い箱を
置く試みを重ねてきました。たくさんの街の利用者が、そこに座り、休憩したり待ち合わせしたり
している様子から、街なかに座る場所が求められていることを実感してきました。


